
奏
楽
堂
に
お
け
る
最
初
の
演
奏
会
と
な
っ
た
こ
の
日
の
来
賓
は
、
三
條
公
爵
同
夫
人
他
各
国
公
使
内
外
貴
紳
夫
人
令
嬢
ら
五
百
余
名
に
の
ぼ
っ

第
九
厭
洲
管
絃
架
、

メ
サ
イ
ア
曲
ハ
レ
ル
ー
ヤ
（
式
部
職
榮
除
）

第
八
第
七
第
六
第
五
第
四
第 第 第

東
京
音
楽
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

経
過
し
、
こ
の
た
び
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
が
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
が
演
奏
会
の
本
拠
地
と
し
た
奏
楽
堂
の
創
建
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
目
を
迎
え
た
年
に
、
『
演
奏
会
篇
』
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
な
幸
い
で
あ
り
、
感
に
堪
え
な
い
。
奏
楽
堂
は
昭
和
六
十
二
年
三
月
、

上
野
公
園
内
に
移
築
さ
れ
、
現
在
、
東
京
都
台
東
区
の
管
理
下
に
あ
る
。

百
年
前
の
明
治
二
十
三
年
春
、
奏
楽
堂
付
設
の
新
築
校
舎
が
現
在
地
に
落
成
し
、
五
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
開
校
祝
賀
演
奏
会
が
行
わ
れ

た
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
（
明
治
二
十
三
年
五
月
七
日
お
よ
び
十
三
日
付
）
に
は
そ
の
曲
目
と
式
次
第
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

獣
洲
管
絃
架
、
大
祭
曲
大
序
（
式
部
職
架
隊
、
ラ
ヒ
ネ
ル
氏
作
曲
）

洋
琴
聯
弾
、
新
家
屋
祝
賀
曲
（
同
校
数
員

新
校
授
受
式

榎
本
文
部
大
臣
祝
詞

伊
澤
同
校
長
答
僻

ビ
ー
ト
ー
ベ
ン
氏
作
曲
）

新
校
開
業
式
祝
賀
合
唱
、
歌
J
徳
（
同
校
敦
員
生
徒
一
同
）

本
邦
維
曲
、
都
の
春
（
山
勢
氏
外
敷
名
）

絃
架
合
奏
、
清
夜
曲
（
同
校
生
徒
）

ま

え

が

き

東
京
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
三
年
が
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の
該
当
箇
所
に
配
し
た
。

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
以
来
奏
楽
堂
で
催
さ
れ
る
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
会
は
、
当
時
の
わ
が
国
最
高
水
準
の
演
奏
会
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
固
定
し

た
フ
ァ
ン
も
多
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
は
そ
の
成
長
過
程
を
詳
細
に

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
の
音
楽
篇
全
体
の
構
成
は
、
現
段
階
の
編
集
方
針
で
は
『
東
京
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
』
（
既
刊
）
、
『
同
第
二
巻
』
『
東

京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
篇
』
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
『
同
第
二
巻
』
の
五
分
冊
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
演
奏
会
篇
は
『
音
楽
学
校
篇
第
一
巻
』
刊
行

の
際
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
演
奏
会
に
関
す
る
資
料
を
集
中
的
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
は
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
演
奏
会
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
当
時
の
解
説
や
新
聞
・
雑
誌
の

批
評
や
関
連
記
事
に
よ
り
編
年
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
楽
界
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
可
能
な
限
り
調
査
し
収
録
し
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
演
奏
会
は
、
東
京
音
楽
学
校
が
主
催
し
た
卒
業
演
奏
会
、
定
期

演
奏
会
、
特
別
演
奏
会
、
地
方
か
ら
招
か
れ
て
行
わ
れ
た
出
張
演
奏
会
、
原
資
料
の
現
存
す
る
か
ぎ
り
の
学
友
会
お
よ
び
同
声
会
の
演
奏
会
、

れ
に
大
正
時
代
の
邦
楽
会
の
演
奏
会
で
あ
る
。
但
し
、
邦
楽
調
査
掛
の
成
果
を
問
う
邦
楽
演
奏
会
は
今
回
扱
わ
ず
、
『
東
京
音
楽
学
校
篇
第
二
巻
』

の
「
邦
楽
調
査
掛
」
の
項
へ
送
る
こ
と
と
し
た
。

写
真
は
、
本
書
全
体
に
関
わ
り
の
深
い
も
の
と
、

ま
た
演
奏
会
で
は
外
国
の
作
曲
家
に
よ
る
原
曲
が
、

る
こ
と
は
、
当
時
の
洋
楽
受
容
の
実
状
を
知
る
―
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
た
め
、
頻
繁
に
登
場
す
る
唱
歌
の
う
ち
、
原
曲
の
特
定
で
き
る
も
の
を

選
び
、
補
遺
の
「
唱
歌
歌
詞
選
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

今
回
の
『
演
奏
会
篇
第
一
巻
』
作
成
に
あ
た
っ
て
は
日
本
近
代
音
楽
館
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
館
長
の
遠
山
一
行
氏
他
館
員
の

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

物
語
る
も
の
で
あ
る
。

そ

ソ
リ
ス
ト
の
教
職
員
に
つ
い
て
は
巻
頭
に
載
せ
、
個
々
の
演
奏
会
に
関
す
る
も
の
は
本
文
中

し
ば
し
ば
独
創
的
な
日
本
語
の
歌
詞
付
け
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
詞
に
ふ
れ

まえがき VI 



橋森佐山舷大

本

久

美

子節靖茂隆清

野本山石

文

出
版
を
引
き
受
け
、
編
集
部
の
度
璽
な
る
面
倒
な
注
文
に
も
快
く
応
じ
て
下
さ
っ
た
音
楽
之
友
社
社
長
浅
香
淳
氏
、
制
作
部
長
中
山
正
吾
氏
、

製
作
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た
全
集
編
集
室
課
長
林
靖
章
氏
、
出
版
局
制
作
部
清
野
陽
子
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
百
周
年
記
念
事
業
の
際
に
本
学
学
部
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
と
ら
れ
、
百
年
史
編
集
委
員
で
も
お
ら
れ
た
服
部
幸
三
先
生
か
ら
は
、
今

回
の
編
集
・
出
版
に
関
し
て
も
引
続
き
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
の
感
謝
を
記
し
た
い
。

最
後
に
、
実
務
に
携
わ
っ
た
音
楽
学
部
卒
業
生
の
川
西
真
理
、
中
村
仁
美
、
中
村
美
郁
、
福
岡
ま
ど
か
、
高
原
聰
子
、
久
万
田
直
子
の
各
氏
の

名
前
を
あ
げ
て
そ
の
お
骨
折
り
に
感
謝
す
る
。

平
成
二
年
七
月
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